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　 For 山 e　taste　p¢ rc ¢ ption，　the　ranking 　me 山 ods 　revealcd 　1hat 　54．0％ of 　pancl　members （50   le

students ）　discriminated　signifieantly 　（r ・≧0・9
， ρく0．05）　the　difference　of 　O．05％　concentration

of 　sah 　i皿 the　range 　from　O．85　to　1．05％ solu 匝ons
，
　and 　80。0％ of 　tbem 　O．5％ concentra 匝on 　o 『sugar

in　thc 　range 　from　8・O　to　且0．0％ 301udon5 ．　For　thc 　tastc　prc｛ヒre匸lcc
，
　the　choice 　methods 　 revealed

that　thCy　prefe皿 ed 　O．90％ of 　salt 　significantly
，
　w1 此 they　tendcd 　to　prefer　from　8．5　to　9．5％ of

suga 「・

　Thero　was 　a 　significant 　negative 　correlat 董on 　between 山 e　ability 　to　discrim洫飢 e　cencentrations

of 　salt
，
　 and 　 the 　preferenco　of 　the　conocntrations 　of　iし　Asimilar　trend 　was 　also　fbund　on 　con −

centrations 　of 　sugar ．　On 　the 　o 止 er 　hand
，
　thcre　wer ℃ signfficant 　positive　conelations 　l皿 血 c　taste

pす ccptlon 　 and 　the　ta3にe　preference　fbr　swectness 　betw   n 　the　 resu 置ts　of 　sensory 　tcsts　and 　those

of 　questionnaires　regarding 　taste　awareness
，
　 while 　on 　the　salthless 　no 　 signi 丘cant 　 comdation 　 was

正bu皿 d．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （Reoeived　Januarア29，

1992）

K ●ltwortls：　sensory 　test 味覚検査，　 sa 且dneSS 塩味，　 sweetness

性，taste　preferenee 味嗜好，　 questionnaire ア ソ ケ
ート．

甘味，taste　perception 味覚感受

　 1． 緒　　言

　塩味お よ び 甘味 は 基本味 で あ ウ， そ れ らの 呈味物質と

して 食塩お よび 砂塘が 食物 の 味付けに お い て は用 い られ

る ，し か し ， 食塩や 砂糖 の 過剰摂取 の 食習慣が疾病 を誘

発す る要因 と も な る た め
1）2》，塩味や 甘味 の 薄味嗜好 の 確

立 が 望まれ る，一
方 ， 健常者 は 高血圧患者 よ りも塩味に

対す る 味覚閾 値が 低 い と の 報告
3）

も見 られ る．こ の よ う

な こ とか ら，前報
4〕

で は ， ア ン ケ ート調査 に よ り両味 に

対する味覚意識 （鋭敏性の意識，濃淡 の 好み） とそれら

の 味を主 とす る 食物の 噌好を 調ぺ た・

　本報 で は味覚検査 1こ よ り女子学生 を被検者 と して ， 塩

味 と甘味に 対す る 味覚感受性 と味嗜好 を ， それ らの 味の

種 々 の 濃度の 溶液を弁別す る能力 と嗜好濃度 に よ っ て調

ぺ た，更に ， その 味覚検査 に よ る 結果と両味 に 対するア

ン ケ
ー

ト調査 に よ る結果との 関連 も合わ せ検討した の で

報告する．

　 x 　 方　　法

　 （1）対象 ， 時期

　被検者は 本学 教 育学部家 庭専攻 の 女 子 学 生 （19〜22

歳） と し ， 昭和 62年 11〜12月と昭和 63年 11月に味覚

検査を 実施 し た。

　（2）味覚検査

　各検査 に お け る試料の 呈味物質とその 濃度， 検査方法

等に つ い て は 表 1 に 示 しte．検査 1で は試薬の 塩 化 ナ ト

リ ウム とシ s 糖 を ， 検査 2 で は 実生活で 使わ れ る 食塩と

砂糖 を ， 蒸留水 に 溶か して 試料とした ．その 食塩濃度 お

よび砂 糖渡度 は通 常用 い られ て い る 濃度範囲
5》卿8） と し た

（そ の こ とは被検者に は知らせ て い ない ）．検査 に お い て

は，試料の 温度は室温 （20〜22 ℃）と し． 試料を味 わ っ
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表 1．味覚検査 の 試料

検査
No ． 試 料 呈 味物質 検 査 と そ の 方法 被検者数

a ）0．90％，LOO％の 食 塩 水 溶 液 　　塩 化 ナ ト リ ウ ム

b）0．90％ ， 0．95％の 食塩水溶液　　（試 薬 1 級）

弁 別 検 査 ： 3 点 識 別 試 験 法 24

1c
）9．O％，　 IO．　OAeの 砂 糖 水 溶 液 　　 シ ロ 糖

d）9．0％ ， 9．　5％ の 砂糖水溶液　　　（試薬 1級）

同　 　 上 24

2

0．85 ， 0．90， 0．95， LOO ， 1．05％　　精製食塩

の 食塩水溶液　　　　　　　　　　 （NaCl　99．9％）

弁 別 検査 ： 順位法

嗜 好濃 度の 検査 ： 選 択 法

5050

8．0， 8，5， 9．0，9．5，IO．　OAeの 砂　　グ ラ ニ ュー糖

糖水 溶 液 　　　　　　　　　　　　　（シ 戛 糖 99．9％）

同　　 上 5050

清　汁

（0，95％食塩濃 度）

精 製食塩

昆 布 ， 鰹節 （水 の 1％）

噴 好濃 度 の 検査 ： 評点法 23

3

紅茶浸出液

（9．5％砂糖濃度）

グ ラ ＝ ＝
一糖

紅茶 （日 東KK ）

同　　 上 23

た後 ， 次 の 試料に 移 る 時は ， 適宜 ， 水 で 口 をすすが せ た．

ま た，甘味は 「あと味」が残 り， 残存効果が高 い
9
た め，

ま ず ， 塩味 の 検査か ら行 っ た．

　検査 1で は ， 被検者 24人 に 対 して ，O．　00　％ 〜 LOO ％

の 食塩水溶液に お け る食塩濃度差 O．10％ と O．　05　％の 2

レ ベ ル の 検査 と ， 9．0 ％ 〜 10．0％ の 砂塘水溶液 に お け る

砂糖濃度差 LO ％ と 0，5％の 2 レ ベ ル の 検査を 3 点識別

試験法9〕
で 2回行っ た，なお ， 試料 の 食塩 お よび砂糖水

溶液 の 濃度 お よび その 試料間の 濃度差は 文献
5，G）8 ，

と予備

検査 に よ っ た． 1回 目の 検査で は ， まず塩味 に つ い て の

2 濃度差 レ ベ ル の 検査を行い ， 10〜15分休憩の 後 ， 甘味

に っ い て も 2 濃度差 レ ベ ル の 検査 を行 っ た ．数 日後 ， 2

回 目の 検査 で は ， 各被検者は 置回 目の 検査 で 弁別出来な

か っ た 濃度差の 検査を行 っ た． 1回目の 検査 で 2 濃度差

レ ベ ル の 検査 と も弁別出来た 人 は濃度差 の 小 さい 方の 検

査を行 っ た．

　検査 2 で は ， 被検者 50 人に対して ，検査 1の 結果 を

も とに ， 塩味で は食塩濃度 0．85 ％ 〜 1．05 ％ 水溶液 （溶

液間の 濃度差 0，05％） の 5 種類 の 試料 A 〜E を試欽す

る 順序 は ラ ン ダ ム と し，順位法 に よ る 弁別検査
9

と，そ

の 5 種類の 試料の中か ら最も好 ましい もの を 1個選ぶ 選

択法 に よ る嗜好濃度の 検査
9｝
を同時に 行 っ た．10〜15分

休憩の 後 ， 甘味 に つ い て も，砂糖濃度 ＆ O ％〜10．　0 ％水

溶液 （溶液間 の 濃度差 O．5％）の 5種類の試料 の 検査を

塩味 と同様に行っ た．

　検査 3 で は ， 検査2 を受けた 被検者 の うち 23人 を 任

意 に 選び ， 清汁の 塩味 （食塩濃度 0．95 ％） と紅 茶 浸 出

46

液の 甘味 （砂糖濃度 9．5％）に対する嗜好濃度を 「非常

に 濃 い 」〜「非常 に 薄 い 」の 5 段 階尺度の 評点法 （2〜− 2）

で 評価 させ た．

　（3）味覚 に 関す る ア ソ ケート調査

　味覚検査 2 の 実施数 日前に ，味覚検査を受け る被検者

50人 に 対して，塩味 と甘味に つ い て ， 質問紙法に よ る味

覚調査
4⊃
を 行 っ た．そ の 質問項 目中 の 味 の 鋭敏性の 意識

と味 の 濃淡 の 好み に関して，本報で は味覚検査 との 関連

で 取 り上げた．それ らの 評価に は ， 味の 鋭縁性の意識で

は 「非常 に 鋭 い 」〜「非常 に 鈍 い 」，味 の 濃淡の 好み で は

「非常 に 濃い 味が 好 き」〜「非 常 に 薄 い 味 が 好 き」 の 7 段

階尺度の 評点法 （3〜− 3）を用 い た．

　（4）集計 ， 解析

　検査 且で の 濃度 の 異 な る 2 種類の 溶液 の 弁別 の 検定は

3点識別試験検査表
9》

に よっ た．

　検査 2 で の 順位法に よ る弁別検査で は ，ケ ソ ダール の

一致性 の 係数 W ， お よ び ス ペ ア マ ン の 順位相関係数 r5

を算出 し ， それぞtL　Z2検定 お よび t検定を行 っ た
9⊃．選

択法 に よ る 嗜好濃度 の 検査で ｝t　xt検定 を 行 っ た
帥 ．

　味覚検査 間 の 関 連 お よび 味覚検査 とア ソ ケ ート調査 の

関連は相関分析に よ っ た，

3． 結果 と考察

　（D 味覚検査 に よ る弁別能力と嗜好濃度 に つ い て

　D　弁別検査に おけ る試料液の 濃度差等の 検討

　検査 1で は，被検者 が食塩 水 溶液 と砂糖水 溶液に つ い

て ， どの 程度 の 濃度差 を弁別出来 るか を検討した．

（1210）
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衷 2，弁別検査 （3点識別試験法） の 結果

試 　 料 試 料 間の 濃度 差

1 回 目 の 検 査

正 解者 数／総 数

2 回 目の 検査

正 解 者数／総 数

a ）0．90％， 1．00％ の 食塩 水 溶 液

b）O．90Ae，0．95％ の 食塩水溶液

0．10％

0，05％

14＊
／盟

12／24

3／10？13

／6「e3

／8t3

c ）9．　0％ ， 10．　0％ の 砂糖水溶液

d）9。OAe， 9．5％ の 砂糖水溶液

LO ％

0，5％

13ヲ2411

／24

6／11tio

／5n4

／8t3

2 回 目 の 検査の 被 検者 に つ い て は ， 1回 目 の 検 査 の 弁 別 結果 よ り ，
†1 は 濃度差の 大きい 方 が 不 可 能 ，t2

は

濃 度差 の 大 きい 方 が可 能 で ，そ れ の 小 さ い 方 が 不可 能 ，
tS は 両 濃度差 と も可 能 だ っ た 人 で あ る．＊ P＜0．05

表 3． 弁別検査 （順位法）の 結果

（n ＝ 50）

衷 4，　 ス ペ ア マ ン の 順位相関係数 （r，）の 度数分 布

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （n ＝　50）

　　　　　　　　　　　　観 測 順 位 b）

試料 濃度（％）客観順位
■ ，

　　　　　　　　　　　　の 和
Wc 〕

7s 塩 味 （人 ） 甘味 （人）

塩

味

E 　 　 O．85

C　 　 O，90

A 　 　 O．95

D 　 　 且．00

B　 　 1．05

且

9齟

34

・

5

85103146

　　　昇厂＝0．57＊＊

18523L

甘

味

EACBD 8．08

，59

．09

．510

．0

19

劇
OJ4

‘

5

59112151

　　　躍 ＝O，75＊＊

195233

ρ 試 料 の 濃 度 順 位 ，b ，
被 検 者 が 試 料 に 与 え た 順 位，

c）
ケ ソ ダール の

一
致性の 係 数．＊＊ p〈0．Ol

1，00

．90
，80

，70
，60

，50

，40

，30

．20

，10

．0
一

〇．1
− 0，2
− O．3

且7 （34．0％）
．

匹0 （20．0　）
拿

4 （8．0 ）

6 （12．　0 ）

3 （6，0　）

4 （8．0 ）

0 （0．0　）

2 （4．0 ）

且 （2．0 ）

1 （2．0 ）

0 （O．0　）

且 （2．0 ）

0 （0．0　）

1 （2．0　）

工6 （32．0％）零

24 （48，0　）
串

2 （4．0 ）

4 （8．0 ）

且 （2，0 ）

1 （2．0 ）

0 （0．0　）

0 （0．0　）

0 （0．0 ）

O （0，0 ）

2 （4．0 ）

0 （0，0　）

0 （0、O　）

0 （0，0　）

　各味 に つ い て 各濃度差 レ ベ ル 別 に ，1回 目 と2 回 目の

検査 の 結果 を 表 2 に 示 し た． 1回 目の 検査で は 濃度 差 の

大 きい 方 ， すなわ ち塩味で は O．IO％ ， 甘 味 で は LO ％

濃度差 の 溶液間 の 弁別 は 5 ％ の 危険率で 有意 で あ っ た．

一
方 ， 両味 と も濃度差の 小 さい 方，すな わ ち塩味は 0，05

％ ， 甘味 は 0，5 ％濃度差の 溶液間 の 弁別は 有意水準に は

達 しなか っ た．こ の こ とは 0．8％ 以 上 の 食塩 水 溶液 で は

0．05 ％濃度差の 弁別 が有意で なか っ た と の 殿塚 ら
5）
の 報

告と同じ結果 で あ っ た．一
方 ， こ の 濃度差 の 小 さい 方の

1回 目の 検査 に お い て ， 弁別 で きた 人数 は 塩味 は 12人，

甘味は H 人 と総被検者 24 人 に 対 して ， 約半数
lo，m だ っ

た こ とよ り，塩味の 弁別閾値 は 食 塩濃 度 0，90　％〜1，00

％の 範囲 で は お よ そ α 05％濃度差 ，

−
甘味の そ れ は 砂 糖

濃度 9，0％〜10．O％ の 範囲 で は お よそ 0，5％ 濃度差 と

考 え られ，文献値
S）と ほ ぼ 同 じで あ っ た．

M ±SD 0．75± 0，30 0．86±0，21

串 p＜0．05　（r5 ≧0．9）

　2 回 目の 検査で は ， 両味 と も濃度差 の 大 きい 方の 溶液

間の 弁別が有意水準に 達し なか っ た の は ，2 回 目の 検査

の 被検者 は 1回 目 の 検査で そ の 濃度差 の 溶液 の 間 の 弁別

が 不 可 能 だ っ た 人 で あ り，また 検査 は 1回 目 と 2 回 目 と

は 別期 日で あ っ た た め と考 え られ る．一
方 ， 濃度差 の 小

さ い 方 の 検査に お い て ， 且回 目の 検査 で 弁別が 可 で も，

2 回 目の 検査で は 必ず し も弁別が 可 とは 限 らず ， ま た 逆

の 場合 もあ っ た こ とか ら， 被検者 の 心 身の 状態が 味覚に

か な り影響す る と考えられた，それ で ， 未訓練 の 被検者

に よ る味覚検査の 場合は，繰り返 し数 （被検者数）を多

くす る必要 が あ る 12）と考え られ た．
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衷 5，嗜好濃度の 検査 （選択法）の 結果 （躍 呂 50）

塩 甘 味

試料 食塩濃度（％） 好 む人 x1検定 試料 砂糖 濃度（％） 好む人 野 検定

ECADB 0，850
．900

，951
．oo1

，05

780501
　
1
　
1

寧

亊

EACBD 8．08
，59

，09
．510

．0

56595　

L
　
l

零

濃 度 平 均値 （M 士 SD ） 0，09 ±0，05（％） 8，94 ± 0．59（％）

　試料 は 表 3 に 同 じ．＊ p＜0．05，

＃ p＜0．OI

　2）　弁別能力に っ い て

　女子学生 の 味覚感受性を調 べ る た め ， 本報告 で は 調理

の 味付け に も関係す る濃度差 の あ る 溶液の 弁別 の 有無を

調ぺ た ，試料 の 濃度差は ，検査 2 で は ，検査 1 を も とに

食塩 の 濃度差 O．05％ ， 砂糖の濃度差 O．5 ％ を取 り上 げ

た ．方法 と し て は 順位法を用 い た．それは 被検者 の 弁別

能力を ス ペ ア マ ン の 順 位相関係数 rs に よ り数値 化 す る

こ とが 出来， 他 の 検査また は 調査 の 項 目との 関運を検討

す る こ とが容易なた め で あ る．

　表 3は 塩味お よ び 甘味の 順位法に よ る弁別検査 の 結果

で あ る．被検者が試料に 与えた 順位の
一致度 を ケ ン ダー

ル の
一

致性係数 W に よ っ て み る と，塩 味で は O．　57，甘

味で は O．　75 で あ り，検定 の 結果，塩味も甘味 も 1％ の

危険率 で 被検者 の 判断に一致性が認め られた．こ れ を 川

北，山 田
6 ）

ら の 女子学 生 に つ い て の 報告 と比較す る と ，

塩味 の W 値 は やや低 く， 甘味 の W 値は やや高 か っ た

が，お よそ彼ら等が示 した W の 値 の 範囲に あ っ た。

　 こ の 弁別検査 の 結果 よ り， 被検者各人に つ い て の 塩味

お よび 甘味 の ス ベ ア マ ソ の 順位相関係数 r ， を算出 して ，

表4 に 示 し た．各被検者が 試料 に 与え た 順位が，試料 の

濃度 の 客観順 位 と一致 した 時 に r ． は LO と なる が ， そ

の よ うな人は ， 塩味 で は 34，0 ％ ， 甘味 で は S2．0 ％ で ，

塩味 と甘味共 に は 18．0 ％ で あ っ た．ま た ，
r

、 が O．　9 以

上 の 時 ， 5 ％ の 危険率で 被検者 の 弁別能力が有意 とな る

が ， その よ うな人は 塩味 で ｝t　54．O ％，甘味で は 80．O ％，

塩味 と甘味共 に は 44，0％ で あ り ， 甘味 に 対す る 弁 別率

は か な り高 か っ た．ま た ， 全被検者 に つ い て の rs の 平

均値は ．塩 味 で は O．　75 ±O．　30，甘味 で は 0，86 ± 0．21 で

あ っ た．

　3）　嗜好濃度に つ い て

　女子学生 の 味嗜好を調べ るた め に p 検査 2 の 弁別検査

と同一の 試料 を 用 い て ，50人 の 被検者 に よ っ て ， 両味に

対す る嗜好濃度を調 べ た結果を表 5 に 示す．塩味の 嗜好
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　　 図 1．塩味の 嗜好濃度の 度数分布
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　　図 2．甘味の 嗜好濃度 の 度数分布
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M ± SD＝8．90±0

濃度 は 供試 し た 5 試料 の 中 の 濃 度 の 低 い 方 の 0，85〜

0，95 ％の 食塩水溶液 で あり，甘味の それは 5試料 の 中間

の 濃度の 8．5〜9．5％の 砂糖水溶液の 濃度範囲で あ っ た．
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女 子 学生の 塩味 と 甘味 に 対 す る 味 覚感受 性 と 味嗜好 に つ い て

表 6，　 清汁の 塩味お よび紅茶浸出液 の 甘味に

　　　 対す る嗜好評価の 結果

　　　　　　　　　　　　　　　　　 （n ＝2S）

表 7． 味覚検査 に よ る弁別能力 と嗜好濃度 の

　　　 相関行列

　　　　　　　　　　　　　　　　　 （n ＝50）

評 価 尺 度 （評 点）
　　清汁　　　 紅 茶浸 出液

（食塩0．95％）　（砂糖 9．5％）

1 2 3 4

非常 に 濃 い （　2）

少 し濃 い 　（ 1）

丁 度 よ い 　 （ 0）

少 し薄い 　　（
一

且）

非常 に 薄い （
− 2）

0035

り一

〇

　

1

382001

1．　 塩味弁 別 能 力 　 t．　ooo
2．　 甘味弁 別 能 力　 0．125　　 1．000

3．　塩味嗜 好 濃 度　一〇．332率 一α 109　 1． 

4．　甘味嗜好濃度　一〇．　039　− 0．228　 0．202　 LOOO

各 被検者 に つ い て の 弁 別 能 力 は 表 4 ，嗜 好濃 度 は 表 5
よ り の 柏 果 を 用 い た ．廓 p＜0．05 （lrl≧ 0．279）

評 点 平 均 値 （M ± SD ）　 O．　74±0．81　 1．48　±　O．　67

検定 の 結果，塩味で は α 85％ と O．　00　％ の 食塩水溶液が ，

甘味 で は 8．5 ％ の 砂糖水溶液が有意に 好まれた．

　 次に，この嗜好濃度の検査に お い て．前述 の 塩味 と甘

味の 順位法の 弁別検査に よ り， 各々 の 味に つ い て の 弁別

が有意 で あ っ た 被検者 （すなわ ち塩味 で は 27人 ． 甘 味

で は 40人 ）に つ い て嗜好濃度を表 5 よ り選 び 出 し ， そ

の 度数分布を図 1 と，図 2 に 示 した．こ れ は 表 5 の 被検

者全員の 結果 よ り も信頼度が高い と考え られ る．図 1よ

り ， 塩味で は O．　CO　％食塩水溶液 が 特に好まれ ， 1％ の

危険率 で 有意で あ っ た．図 2 よ り，甘味で は ，8．5 ％〜

9．5％ の 砂糖水溶液が好ま れ る傾向 に あ り， 好み の 濃度

に 個人差が見られた．図 1 と図 2に お け る嗜好濃度の 平

均値 は 塩味 で は食塩濃度 O．　90士O．M ％，甘味 で は 砂 塘

濃度 8．90± 0．59％で あ っ た．な お ， 表 5 の 被検者 全員

に つ い て の 嗜好濃度 の 平均値もこ れ ら とほ eま同 じ値 で あ

っ た ，

　 次 に ， 実際の 生活 で 食 されて い る 清汁 と紅茶浸出液に

つ い て ， それ らの 味の 嗜好濃度を ， 前述の 被検者 50人

の うち，任意 の 23人 に つ い て 調べ た結 果 を 表 6 に 示 し

た．清汁の 塩味 （食塩濃度 O．　95　％）に つ い て は ， 「少 し

濃 い 」 と評価 した 人が 最 も多 く，23 人中 IS人 （5a 　5

％）で ， すなわ ち食塩濃度 O．　95　％ よ り少し薄い 溶液を好

むとの こ とで ， 表 5 に 示 した 食塩水溶液 の 嗜好濃度の 結

果 とほ ぼ 同傾向で あ っ た ．一
方，紅茶浸 出液 の 甘 味 （砂

糖濃度 9．5 ％） に つ い て は，「非常 に 濃い 」 と 「少 し濃

い 」と評価 した人を合わ せ る と， 23人中 2且人 （91．3％）

と な り，砂糖濃度 9．5 ％ よ りもか な り薄い 溶液 を好 む と

の こ と で ， こ の 場合は 表 5 に 示 し た砂糖水溶液の噌好濃

度 よ りも， 更 に 低い 砂糖濃度が 好まれ る よ うで あっ た．

　女子学生 に つ い て の 塩味の 噌好濃度は，食塩水溶液で

の 有意に 好まれ た濃度お よび嗜好濃度の 平均値，また清

汁 の 塩味の 評価 か ら食塩濃度 O．9 ％ ほ どが好まれ，10年

ほ ど前に 比べ て やや薄味嗜好 に な っ た と言え る
13｝14，．甘

味の 嗜好濃度は ， 砂糖水溶液 お よび 紅茶浸出液の 甘味 の

評価に よ り，砂糖濃度 10．　0％ よ りも薄い 溶液 が好 まれ た ，

川染
15，

は，コ ーヒ ー
や紅茶の 砂糖の 嗜好濃度 は 年齢が 15

歳か ら 21歳と高くな る に つ れ て，IZ　5 歳 か ら7．5％ へ

と低 くなる と報告して い るが ， 本報告の女子学生の年齢

は 20 歳前後なの で ， 紅茶浸出液の 甘味に つ い て は そ の

報告とほ ぼ同程度 の 嗜好濃度 で あ ろ う．な お ，二 宮 ら
16⊃

は高齢者 に 対 して の 味噌汁 の 塩 味 の 嗜 好濃 度 は 男性

1．043％，女性 0．947％ 食塩濃度で ， 紅茶浸出液の 甘味

の 嗜好濃度は 砂糖濃度の 異 な る 3種類 （3．3 ％ ， 5．0 ％ ，

6．7％） の 試料 の うち ， 高い 濃度 の 6．7％を好む人 は 60

％以上 で最 も多か っ たと報告して お り，高齢者は本報告

の 女子学生 に 比 ぺ て，特に 汁の 塩味 の 食塩濃度 は 少 し高

い 傾向に あ る よ うで あ っ た．

　4）　弁別能力 と嗜好濃度の 関連に つ い て

　 表 4 の 食塩 お よ び 砂糖の 水 溶 液 に 対 す る弁別 能 力 と表

5 の それら水溶液 に 対す る嗜好濃度に つ い て ， 4項目間

の 相関行列を求め て 表 7 に 示 し た．これ よ り， 食塩水溶

液と砂糖水溶液 とに 対す る弁別能力間 の 相関は 小 さか っ

た．しか し，それ ら水溶液の嗜好濃度間 の 相関は有意水

準に は 達しな か っ た もの の ， か な り高 い 正 の 値を示 し ，

濃 い 塩 味の 水 溶 液 を 好む 人 は 濃 い 甘味の 水溶液 も好む 傾

向が見られた．一方 ， 食塩水溶液に お い て は ， 弁別能力

と嗜好濃度 とは 5 ％ の 危険率で 有意に 逆相関を示 し，す

な わ ち，塩味の 弁別 の す ぐれ た 人 ほ ど，薄い 塩味 を好 ん

だ．こ の こ とは 塩味 の 意識調査
4，

で も同様 に 認め られた．

砂 糖 水 溶液 に お い て も，弁別 能 力 と嗜好 濃度 との 相関 は

有意水準 に は 達 しなか っ た もの の 食塩水溶液 と同様な傾

向がみ られた．

　（2）味覚検査に よる結果と ア ン ケ
ート調査 に よ る味覚

　　　意識の 結果の 関連に つ い て

　塩味，甘味に 対す る味覚感受性 お よび 味嗜好 を，味覚
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（D 塩味 に つ い て

表 8．味覚感受性に つ い て の 味覚検査の 結果と味覚意識の 相関

　　　　　　　　　　　　　　　　（2）甘 味 に つ い て

食塩水

弁別能 力

　 （r
．）

　　　　 塩味鋭敏性の 意識

　　鈍い 　　 ふ つ 5　　 鋭 い

一3　− 2　一且　 0　 1　 2　 3　 合計

砂糖水

弁別 能 力

　 （r、）

　　　　 甘味鋭敏性の 意識

　 　鈍 L、　　 ふ つ 5　　　鋭 L、

− 3　− 2　 − 1　 0　 1　 2　 3　 合計

　 　 1，0
　 　 0．9

　0．9〜0，5

　 0，4〜O，0
− 0．1〜− 0」3

−

19

剃

31503988

ー

ワ剣

り

」

　

2

1 7074

邑
9飼

l
　

l
　
且

　 　 E．0

　 　 0．9

　 0．8〜0．5

　 α 4〜0．O
− 0Ll〜− 0．3

l11

11

　

　

1

QJO

げ

L36 且

且

戸
04

・

89

一

〇

−

り
6

合計 O 　l 　528124050 合計 0　　 3　　 3　　30　12　　2　　0　　 50

（1）塩 味 に つ い て

r＝− O．且91

表 9．味嗜好に つ い て の 味覚検査 の 結果 と味覚意議 の 相関

　　　　　　　　　　　　　　　（2）甘 味 に つ い て

7 ＝0．336　（ρく0．05）

食 塩 水

嗜好濃 度

　（％）

　　　　　塩 味の 濃淡の 好み

薄い 味 が 好 ぎ ふ つ う 濃 い 味 が 好 き

一3　 − 2　一
ユ　 0　 瓦　 2　 3　 合 計

砂 糖 zk

嗜 好 濃度

　（％）

　　　　　甘味の 濃淡の 好 み

薄 い 味 が 好 き ふ つ う 濃 い 味 が 好 き

一3 − 2 − 10123 合 計

1．051
．ooO

．　950
．900

．85 1

1 　

　

2

1
り白

32

L37

「

5
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戸
00
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05087　

　

1
　
1
　

1

0505000
り
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1
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邑
ρ
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9齟

「
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》
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1
　

1

合 計 1　　　 1　　　22　　16　　8　　2　　0　　50 合計 121313133050

r＝O．　e41

検査 に よる弁別 能力と嗜好濃度に よ り調ぺ ，一方 ア ソ ケ

ート調査に よ る両味に対する鋭敏性の 意識お よび濃淡の

好み を調 ぺ ，そ れ ぞれ を 味覚感受性 お よび味嗜好 の 意識

と して と らえ た．そ して ，そ れ らの 味覚検査 の 結果 とア

γ ケ
ー

ト調査の 結果 と の 関連 に つ い て は 相関表を作成 し，

表 8 ， 9 に 示 した．

　 こ の 表 8に 示 した 塩 味 お よび 甘 味 に 対 す る鋭敏性 の 意

識で は ， 両味 と も 「ふ っ う」 と回答して い る人が最も多

く，評点平均値で は 塩 味 O，24±O．　82， 甘味　O．14±0．83

であっ た、一方， 表 9 の 塩味お よび甘味の 濃淡の 好み で

は ， 塩味は 「ふ つ う」 か ら 「少 し薄味が好ぎ」の 人が多

く，平均値 で み て も
一

〇．　30± O．　se で 薄味嗜 好 で あ っ た

が ， 甘味 は 「少 し濃 い 味が 好き」か ら 「少 し簿 い 味が 好

き」 に 好 み は 分 か れ た．こ の ア ソ ケ
ー

ト調査 に よ る両味

の 濃淡 の 好み は，味覚検査に よ る嗜好濃度 の 結果 （表 5）

と同傾向を 示 し た．なお ， 味覚意識 の 評価に は，「ふ つ

う」 と 「少し」が 多 く， 被検者 の 性格的な要因も含ま れ

て い るもの と考えられるた め ， こ れ らと味覚検査の結果

50

r＝0．385　（p〈0．05）

との 相関は，相関表中の 数値 と相関係数 とか ら， お よ そ

の 傾向を把握した．

　表 8 と表 9 よ り，被検者 50人に よ る塩味 ， 甘 味 の 水

溶液に 対す る 味覚検査の 結果 （表 4 ， 表 5 よ り） と味覚

意識の 結果 とに つ い て は ，塩味 で は ，弁別能力 と鋭敏性

の 意識 との 間 お よび嗜好濃度 と濃淡の好み と の間 の 相関

係数は い ずれ も小 さか っ た．と こ ろ が，甘味で は ， そ れ

ら項 目間は い ずれ も有意に 順 相関を示 し，味覚検査に よ

る味覚 とア ン ケ
ート調査 に よ る味覚意識 とは多少 は関連

す る こ とを示 した，

　一方，表 6 の 被検者 四 人 に よ る清汁 の 塩味 の 嗜 好検

査 の 結果 と味の 濃淡 の好 み の 意識 の 結果とに つ い て は ，

塩 味 で は 前述 の 食塩水溶液 の 場 合 と異な り ， それ らの 間

の 相関係数 は 厂 ＝ − 0．474 （Pく 0．05）とな り， 関連が あ

る こ とを示 した．こ の 場合 ， 相関係数 の 負 の 値 は ， 味覚

検査で 薄味好み は 味覚意識 で も薄味好み で ある こ とを意

味 し て い る．こ の よ うに ， 味 の 嗜好濃度 に お い て は食塩

の希釈材として水を用 い た場合と清汁を用 い た 場合とは

（1214）
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女子 学生 の 塩 味 と 甘 味 に 対 す る味覚感受性 と 味嗜好 に つ い て

結果が 異なっ た．これ に つ い て は食塩お よび砂糖 の 水溶

液 の 嗜好濃度 に 清汁 ， 紅茶浸出液 の 嗜好も関与して 来 る

もの と考 え られ ，味覚検査に 用 い る希釈材が嗜好に 及ぼ

す影響に つ い て は一様で は ない
17⊃

の で ， 更 に 種 々 の 希釈

材 に よ る食塩 ， 砂糖 の 嗜好濃度を検査す る こ とが 望 まれ

る，

　s 　要　　約

　塩味お よび甘味に 対する味覚感受性と嗜好を把握 し ，

更に それらの 関連を調ぺ る た め に ， 女子学生 に 対 して 塩

味水溶液お よ び 貴味水溶液に 対す る弁別能力 と嗜好濃度

に 関す る味覚検査 を行 っ た ．ま た ， 質問紙法 に よ る両味

の 味覚意識 の 調査 も行い ， 味覚検査 と の 関連 を 検討 し た ．

　（1）O．　SO〜LOO ％ 食塩水溶液お よ び 9，0〜10．0％ 砂

糖水溶液に お い て ， お よそ半数 の 者が弁別出来た濃度差

は ， 塩味で は 0，05％，塩味で は 0．5 ％で あ っ た．

　（2）塩味で は O．　e5〜LO5 ％ の食塩水 溶液 に お け る

qo5 ％ の 濃度差の 5 種類 の 試料 ， 甘味 で は 8．0〜IO．O％

の 砂糖水溶液 に お け る O．5 ％ の 濃度差 の 5 種類の 試料を

用 い て ，順位法 に よ る 弁別検査 を行 っ た ．濃度 の 順 位付

けが正 確に で きた 人 （rs＝1．0）は 塩味 で は 34。　O ％ ， 甘

味 で は 32，0％で あ っ た．また，味 の 弁別能力が 有意 だ

っ た 人 （rs ≧O．9，　P〈0．05）は 塩味 で は 54，0 ％，甘味 で

は 80．0％ で ， 両味共 に で は 44，0％ で あっ た．

　（3）（2）の 弁別検査に 用 い た 試料 に お い て ， 選択法 に

よ る 嗜好濃度 の 検 査 に よ り，味 の 弁 別 能力が有意だ っ た

人 に つ い て は，塩 味で は 0，90％食塩水溶液が有意 に （P

く 0．01）好 まれ ，また嗜好濃度 の 平均値 も0．9 ％ほ どで

あ っ た ．甘味 で は 8．　5’v9 ．5％ の 砂 糖 水 溶 液 の 濃度範 囲

が好 まれ る 傾向で ， 嗜好濃度に個人差が見られた．こ れ

らの 結果は 清汁の 塩味の 嗜好濃度 とは ほ ぼ同 じ傾向で あ

っ た が ， 紅茶浸出液の 甘味の 嗜好濃度 よ りは 多少高 い 濃

度で あ っ た．

　（4）味覚検査 の 結果 よ り， 食塩水溶液に お い て は，弁

別能力 と嗜好濃度とは 有意 に 逆相関を示 し，弁別 に す ぐ

れ た人は薄味嗜好 の 傾向で あ っ た．甘味に つ い て も同様

の 傾向が 見 られ た ，

　（5）砂糖水溶液匿 対 して の 味覚検査の 結果 と甘味 に つ

い て の 味覚調査 の 結果 との 間 に ， 味覚感受性お よ び 味嗜

好の い ずれ の 項 目に お い て も，有意 な順位相関が 示 され

た が ， 塩味に つ い て は それ らの 間の 相関 は 有意水準に は

達しなか っ た．

　終わ りに臨 み ， 本研究に 終始協力 して くだ さ っ た永田

佳子 さん と井川明美さん に 感謝の 意を表 し ます．
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